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　　　昭和二十六年一月一二螢行

支
那
思
想
に
於
け
る
自
儘
と
必
然
：
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ン
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危
機
篤
学
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成
と
そ
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展
開
（
承
前
）
・
：
・

　
i
一
・
近
世
前
期
フ
ラ
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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
塞
曾
は
讃
義
に
お
け
る
暫
學
の
研
究
と
そ
の
薯
及
を
闘
る

　
こ
と
を
蹟
的
と
す
る

一
、
右
の
肩
駒
の
た
め
に
次
の
事
業
を
押
膏
ふ

の
　
鯨
月
　
紛
研
究
曾
距
、
開
く

口
　
毎
年
公
開
講
演
曾
を
踊
く

日
毎
月
一
隅
「
哲
學
縦
究
し
を
費
背
す
る

一
、
本
四
の
事
潤
飾
を
蓮
｝
∬
す
る
た
め
に
委
回
垣
蔚
干
名
φ
駕
お
く
、

震
員
は
京
都
大
學
頻
學
科
鍛
官
及
び
蜜
員
奮
に
お
い
て
推
薦
・

し
た
譜
に
点
耳
す
る

一、

{
禽
は
禽
鈍
毅
織
と
し
、
會
昌
ハ
に
ぱ
賓
格
の
細
嗣
限
φ
乞
脳
賦
麻
り

な
い
、
三
校
痴
圃
働
胃
館
・
典
仙
…
の
園
凹
龍
は
瞳
田
髄
拙
の
名
を
以
て
入

禽
す
る
こ
と
も
で
き
る

｝、

ﾗ
員
は
曾
饗
と
し
て
年
五
圏
○
圓
、
久
は
車
年
ご
七
〇
畷

を
煎
死
す
る

一
、
寮
負
は
倉
煽
敷
鰐
の
椚
配
廊
を
受
け
、
命
掘
鮒
に
鷺
瓦
口
す
る
靴
m
種
の

行
嚢
に
禺
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
禽
は
跡
・
務
所
を
京
都
大
學
丈
學
都
内
に
お
く

一
、
本
嶺
踊
規
約
の
敗
正
㈱
焚
更
は
添
鍵
魯
の
決
議
に
よ
る

　　　　　　　　　　　　　　　　京
　　　　　　　　　　　　　　　委響

　　　　　　　　　　　　　　　員霧

海山，・・1・三松蟹長田武高瀬島下重上kA有遠



（
隅
九
）
　
べ
i
凱
ン
が
甥
隙
議
論
の
凝
灘
を
濁
購
…
轟
翻
と
憾
い
疑
撫
繭
に
一
〔
大
燐
し
、
繭
漕
の
襯
凹
い
勲
は
鼎
粋
∵
洗
の
禍
…
轄
、
後
者
の
》
、
れ
は
成
一
喝
叩
、
ん
の
不
信
…
に
廊
弛
り
、

　
侮
れ
め
懇
度
も
學
の
破
襲
え
縄
｝
く
こ
と
に
想
到
し
た
鮎
は
黙
し
か
つ
た
に
し
て
も
「
泥
々
は
貴
．
隙
不
畦
知
論
で
な
く
不
確
知
論
に
狩
て
省
絡
し
、
そ

　
れ
を
表
腐
す
る
し
（
翼
◎
⑳
〈
身
。
嵩
◎
雛
ン
8
宕
一
〇
篇
㌶
ヨ
℃
櫛
塗
替
5
讐
二
一
〇
ぽ
鰐
診
影
裂
7
｛
ヨ
p
ξ
愈
篭
ε
さ
雲
母
黍
・
：
：
6
酒
裳
。
≦
ヨ
〆
．
．
○
謎
鍵
誉
㎞
7

　
　
磨
騨
潜
吻
耳
触
①
”
伽
二
・
　
輪
島
瓢
一
＝
O
ゴ
が
h
押
℃
の
鰹
◎
◎
）
と
齢
脚
爵
、
カ
｝
が
ら
、
汽
…
己
の
償
訳
筆
ふ
”
る
不
灘
駒
知
論
（
野
象
ρ
喜
垂
…
m
σ
養
餐
＞
3
餐
）
を
、
餓
㈹
U
曲
…
．

　
鰹
疑
論
と
し
て
の
不
珂
知
論
（
穿
3
欝
零
享
㌶
一
§
§
勲
＞
3
雌
蔦
）
と
の
鍔
比
に
於
て
だ
け
萢
及
し
た
爲
に
不
確
知
論
自
融
脚
に
猛
て
恥
甑
な
分
祈
に
塾
つ

　
く
限
界
∵
厩
飾
畑
は
蓮
せ
ら
れ
た
と
歎
っ
て
よ
い
。

（
菰
○
）
　
窯
。
’
，
●
○
薦
二
劃
押
吻
窓
典
艶
罪
｝
W
o
三
嗣
図
。
ゴ
一
．
訟
∴
）
．
鍵
¶

（
五
一
）
　
岡
）
◎
〉
ご
墾
ゴ
．
r
芦
偽
島
．
等
づ
〇
三
ご
鉾
r
押
や
醤
¢
o
．

臨號鶴

二
丁
の
内
容
：
：
：
：
：
：
：
：
　
井
　
島
　
　
勉

知ア
旋り

のス
構ト
燈テ
（レ〆

襲…I

v　ス
　に
　於
　け
　る
　；

f

亀
機
勲
財
學
の
ル
瓢
成
と
そ
の
展
開
（
激
涛
）
：

　
1
近
代
前
期
フ
ラ
ン
ス
脳
融
虚
｛
論
一

優
藤
孝
行

樋
．
冗
利
　

灘
三
十
四
欝
麹
“
次

脾

葡
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飽
機
P
鱒
蝋
．
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繊
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と
そ
の
展
灘
（
承
醗
）
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戴
候
、
幾
蠣
、
贈
罰
、
r
友
好
非
茨
好
的
態
度
、
．
饗
求
氷
準
、
フ
ラ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
、
ア
グ
レ
ツ
シ
ヨ
ソ
、
な
ど
の
…
問
題
が
、
こ
の
准
轡
的
状
況
に

於
け
る
輿
硬
と
し
て
、
取
上
げ
ら
れ
て
き
た
心
局
時
に
こ
の
問
題
は
、
髄

曾
酌
朕
況
に
於
獣
る
泌
懸
の
失
敗
や
感
情
酌
葛
藤
に
關
瞬
し
、
精
紳
分
蕎

學
的
興
陳
に
痩
り
，
糠
絡
…
形
戚
の
…
問
髄
に
結
び
つ
く
。
こ
れ
ら
に
つ
い
一
、
．

髄
憲
な
礫
究
が
積
籏
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
釜
、
こ
の
方
繭
は
開
拓
さ

れ
鷹
、
T
げ
ら
れ
て
行
く
で
あ
ら
う
。
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
我
纐
の
発
章
心
輝
學
界
は
、
雛
後
．
歎
育
心
理
箪
の
移
櫃
に
鄭
忙
で
、

ま
だ
木
格
的
な
兇
童
心
暮
露
灘
脚
線
選
3
5
理
姫
川
碍
究
に
は
い
っ
て
み
な
い

の
て
は
な
い
か
と
想
は
れ
る
。
勿
職
撫
、
発
童
心
理
穣
に
劉
ナ
る
㎝
翻
心
は
、

一
般
心
理
亡
妻
興
味
か
ら
く
る
こ
と
愚
あ
り
、
勲
育
乃
蛮
臨
康
・
む
理
購
納
…

騨
題
か
ら
≦
？
柔
竃
あ
る
し
、
業
獲
準
む
理
學
的
立
場
が
ら
審
せ
ら
れ

る
こ
と
竜
あ
る
。
何
れ
を
本
雛
蘭
…
な
児
澱
心
理
墜
の
閤
題
と
す
る
か
は
、

入
に
よ
っ
て
意
見
が
異
る
か
も
し
れ
な
い
。
併
し
何
れ
に
し
て
も
、
我
圃

の
見
童
心
瑚
謄
界
は
、
研
究
嚢
の
辮
鱗
が
比
鮫
的
拶
い
に
も
物
∵
り
ず
、
畏
蓮

俗
的
概
識
的
｛
漕
遍
が
多
い
に
も
拘
ら
ず
、
轡
ハ
三
三
な
研
究
の
、
画
で
は
、
臨
戦

後
数
年
を
綻
鳶
今
鍵
で
も
．
栄
だ
侮
か
沈
滞
し
て
み
る
感
は
薙
れ
難
い
、

艶
薫
心
理
雛
の
個
凌
の
仕
事
は
比
較
的
根
氣
の
い
る
面
轟
緬
な
禦
犠
が

砧
い
。
こ
れ
を
縄
織
的
に
結
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
、
つ
、
こ
の
意
味

か
ら
、
…
從
來
の
我
國
に
於
け
る
關
係
丈
瞭
を
綱
羅
し
た
武
政
太
郎
博
士
の

「
最
鷲
獲
達
心
理
羅
」
（
昭
愈
二
十
一
工
年
）
や
、
…
兄
灘
研
究
魯
編
輯
の
「
兇
叢

心
環
購
叢
書
」
（
膿
和
二
十
閥
年
－
二
十
五
年
）
は
、
そ
の
鋳
を
多
と
し
た

い
・
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
カ
ー
噸
イ
ヶ
ル
編
の
「
見
蹴
心
理
雛
総
驚
し
（
一

九
四
六
）
と
共
に
、
今
後
の
研
究
嚢
に
嵩
獲
鞠
を
輿
へ
交
獄
索
引
の
簾

を
蹴
ハ
へ
る
で
議
助
ら
・
り
。
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學
倫

難
雛
ね
助
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観

重
澤
俊
郎

東
都
大
學
交
學
部
（
支
那
暫
読
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